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「ワークシート① 自分や家族の過ごす部屋を安全にする」 

学習のねらい：家族全員の安全について考える。 

（活用例） 

・地震発生時の屋内の被害に関する映像などを見せてから取り組ませる。 

・家に持ち帰り、家族と相談して記入する（家族への周知も図る）。 など 

※上記の例を参考に記載させる。 

《参考》 

阪神・淡路大震災では、地震発生

時刻が午前５時４６分で多くの人

が就寝中であったこともあり、家屋

の倒壊・家具などの転倒による圧迫

死が死亡者全体の約８８％でした。 

 地震の揺れで倒壊しないように

建物の耐震化を図ることが重要で

す。 

（指導上のポイント） 

被害軽減の方法 

【家具の転倒防止】 

・固定する。寝る位置を工夫する。 

・タンスなどの上に重い荷物を置か

ない。 

・本棚の上層の棚に辞書や図鑑など

を置かない。 

・照明器具の落下防止対策をする。 

・突っ張り棒と転倒防止シートを併

用する。など 

【窓ガラスの飛散防止】 

・割れにくい強化ガラスを使う。 

・飛散防止フィルムを貼る。など 

【逃げ道の確保】 

・ドアのそばの家具について転倒防

止対策を行う。 

◆参考 HP：総務省消防庁 

｢地震による家具の転倒を防ぐに

は｣ 

http://www.fdma.go.jp/html/life

/kagu1.html 

 

例）リビングに落ちてくる物が多くあることが分かった。 
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